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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第50期

第２四半期連結
累計期間

第51期
第２四半期連結
累計期間

第50期

会計期間
自平成24年４月１日
至平成24年９月30日

自平成25年４月１日
至平成25年９月30日

自平成24年４月１日
至平成25年３月31日

売上高（千円） 7,495,135 8,265,820 15,161,735

経常利益（千円） 438,943 692,365 577,352

四半期（当期）純利益（千円） 200,037 390,289 257,856

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
195,612 443,945 305,102

純資産額（千円） 4,013,489 4,420,191 4,049,176

総資産額（千円） 12,838,973 14,002,216 12,828,822

１株当たり四半期（当期）純利益金

額（円）
40.59 79.32 52.37

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ 78.21 －

自己資本比率（％） 31.3 31.6 31.6

営業活動によるキャッシュ・フロー

（千円）
896,004 879,966 1,969,579

投資活動によるキャッシュ・フロー

（千円）
△256,895 △1,291,245 △1,125,972

財務活動によるキャッシュ・フロー

（千円）
△946,878 349,565 △1,229,461

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
1,457,718 1,365,973 1,397,102

　

回次
第50期

第２四半期連結
会計期間

第51期
第２四半期連結
会計期間

会計期間
自平成24年７月１日
至平成24年９月30日

自平成25年７月１日
至平成25年９月30日

１株当たり四半期純利益金額（円） 5.14 44.35

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．第50期第２四半期連結累計期間及び第50期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額について

は、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

当社グループは、当社（ヒビノ株式会社）と連結子会社８社及び関連会社１社により構成されており、音響機器販

売、映像製品の開発・製造・販売、コンサート・イベントの音響・映像サービスを主たる事業としております。

当第２四半期連結累計期間における、各セグメントに係る主な事業内容の変更と主要な関係会社の異動は、次のと

おりであります。

＜音響機器販売事業＞

主な事業内容及び主要な関係会社の異動はありません。

＜映像製品の開発・製造・販売事業＞

主な事業内容及び主要な関係会社の異動はありません。

＜コンサート・イベント事業＞

主な事業内容及び主要な関係会社の異動はありません。

＜その他の事業＞

当第２四半期連結累計期間において、当社の関係会社は連結子会社が１社増加しました。当該連結子会社の主な事

業内容は、業務用照明機器の販売、システム設計・施工・メンテナンスであります。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。　

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

 

(1）業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の経済対策及び金融政策等を背景に円安、株高が進行

し、景況感は回復しつつあるものの、実体経済への波及には至らず、円安に伴う輸入価格の上昇や消費税増税の動

き、海外景気の下振れ懸念等、国内景気を押し下げるリスクが存在することから、先行きは依然として不透明な状

況が続いております。

このような状況のもと当社グループ（当社及び連結子会社８社）は、中期経営計画「Action 50」の実現に向け

た重点施策として、M&A等を活用した事業の補強と拡大に取り組んでおります。「音響」と「映像」、「音楽」、

「ライブ」という４つの要素を当社グループの競争力の源泉ととらえ、第１四半期に老舗ライブハウス「ケネディ

ハウス銀座」を運営する株式会社エィティスリーを子会社化したほか、当第２四半期に業務用照明機器の販売を行

う株式会社ファーストエンジニアリングを連結子会社化し、顧客基盤の強化及び既存事業とのシナジーによる付加

価値の向上を図っております。

当第２四半期連結累計期間は、企業の設備投資や販促投資が戻りつつあるなかで、市場環境は全般的に明るさを

増してきております。映像製品の開発・製造・販売事業においてLEDディスプレイ・システムの販売が伸長したこ

とや、コンサート・イベント事業がコンサート案件を中心に好調に推移したことから、売上高は前年同四半期を上

回りました。利益面につきましては、最重要課題であった映像製品の開発・製造・販売事業が黒字転換したことを

はじめ、すべての事業が堅調に推移したことから、営業利益、経常利益、四半期純利益ともに前年同四半期を大き

く上回りました。

これらの結果、売上高8,265百万円（前年同四半期比10.3％増）、営業利益776百万円（同49.6％増）、経常利益

692百万円（同57.7％増）、四半期純利益390百万円（同95.1％増）となりました。

　

セグメントの業績は次のとおりであります。

［音響機器販売事業］

音響機器販売事業は、予定していた一部の大型案件の検収時期が翌四半期以降となったこと等から売上高は前年

同四半期と比べ若干減少しましたが、景気回復と歩調を合わせるように市場は活発化しており、取扱い輸入ブラン

ド商品の販売が好調に推移いたしました。また、昨年末からの円安傾向による仕入価格の上昇に対し、５月より販

売価格の改定を実施したことにより、収益に与えるマイナス影響は解消しつつあります。

これらの結果、音響機器販売事業の売上高は2,689百万円（前年同四半期比1.9％減）となりました。

　　

［映像製品の開発・製造・販売事業］

映像製品の開発・製造・販売事業は、新興国製LEDディスプレイ・システムの台頭による競争激化など予断を許

さない状況に変わりはありませんが、顧客企業の設備投資に持ち直しの動きがあり、一部に明るさも見えてまいり

ました。日本屈指の屋外広告の集積地である渋谷駅ハチ公口交差点前「QFRONT」ビル壁面に国内最大級の街頭ビ

ジョンを納入したほか、自動車メーカーのショールームやロードサイドボード（主要幹線道路沿いに設置される広

告看板）向けにLEDディスプレイ・システムを納入いたしました。大型案件を複数受注したことにより、前年同四

半期から大幅な増収となり、営業黒字化を達成いたしました。

これらの結果、映像製品の開発・製造・販売事業の売上高は846百万円（前年同四半期比93.9％増）となりまし

た。

　

［コンサート・イベント事業］

コンサート・イベント事業は、コンサート市場を中心に引き続き好調さを堅持しており、人気アーティストの大

型コンサートツアーを多数獲得いたしました。特にコンサートにおける映像演出は、多様化かつ大画面化の流れが

加速しており、一案件当たりの受注規模も拡大の一途を辿っております。さらに、上海モーターショーをはじめと

した大型案件の獲得や、前連結会計年度より連結子会社となった株式会社ベスコの業績貢献により、対前年同四半

期比で増収増益となりました。

これらの結果、コンサート・イベント事業の売上高は4,598百万円（前年同四半期比6.5％増）となりました。

　

［その他の事業］

その他の事業の売上高は130百万円（前年同四半期は、売上高はありませんでした）となりました。
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    (2) 財政状態の分析 

　　　　当第２四半期連結会計期間末の資産合計は14,002百万円となり、前連結会計年度末と比べて1,173百万円増加し

ました。これは商品及び製品、仕掛品、機械装置及び運搬具、リース資産及びその他有形固定資産が増加したこと

が主な要因であります。 

  　　　負債合計は9,582百万円となり、前連結会計年度末と比べて802百万円増加しました。これは短期借入金、未払法

人税等、長期借入金（１年内返済予定の長期借入金を含む）及びリース債務が増加したことが主な要因でありま

す。 

  　　　純資産合計は4,420百万円となり、前連結会計年度末と比べて371百万円増加しました。これは利益剰余金が増加

したことが主な要因であります。  

 

(3）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は、前連結会計年度末

に比べて31百万円減少し、1,365百万円となりました。

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は879百万円（前年同四半期比1.8％減）となりました。

　資金の主な増加要因としては、税金等調整前四半期純利益692百万円及び減価償却費585百万円の計上でありま

す。また、主な減少要因としては、たな卸資産の増加額306百万円及び法人税等の支払額227百万円であります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は1,291百万円（前年同四半期比402.6％増）となりました。

　資金の主な減少要因としては、有形固定資産の取得による支出1,268百万円であります。 

　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果得られた資金は349百万円（前年同四半期は946百万円の資金減少）となりました。

　資金の主な増加要因としては、長期借入れによる収入800百万円、セール・アンド・リースバックによる収入333

百万円及び短期借入金の純増額200百万円であります。また、資金の主な減少要因としては、長期借入金の返済に

よる支出679百万円及びリース債務の返済による支出231百万円であります。
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(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

なお、当社は財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針を定めており、その内容等（会

社法施行規則第118条第３号に掲げる事項）は次のとおりであります。

 

会社の支配に関する基本方針

①　基本方針の内容

当社は、「創造と革新」を経営理念に掲げ、音と映像の事業を基軸としたプロ用AV&ITのトータル・ソリュー

ション企業として、各事業部門間及び子会社との相乗効果を高めるとともに、時代の変化を先取りして創造性を

最大限に発揮できる体制を企業グループ全体で共有しながら、日々の改善・改革を実行し、事業の継続的な発展

により、企業価値の最大化を目指してまいります。

当社は、顧客のニーズに、長年の実績により積み上げてきたノウハウや技術力に裏打ちされた、信頼性の高

い、安全で高品質の製品・商品・サービスを適正な価格で提供してまいります。

事業を拡大していくことで株主の皆様をはじめとしたすべてのステークホルダー（利害関係者）に満足してい

ただくことが最善であるとの考えから、企業価値ひいては株主共同の利益の確保・向上に向けて法令等を遵守し

ながら利潤を追求してまいりますが、社会への貢献や環境への配慮も重要なファクターと考えております。

当社では、以上の経営方針を支持する者が「会社の財務及び事業の方針を決定する者」であることが望ましい

と考えております。

 

②　基本方針の実現に資する特別な取組み

当社は上記①の方針を実現するため、企業グループとして、組織体制の見直しや施策の実施等に加え積極的な

IR活動と適時適切な情報開示を行うことで、透明性の確保された質の高い企業グループ体制を構築することを目

指し、平成22年３月期より中期経営計画「Action 50」に着手しております。

　

③　不適切な支配の防止のための取組み

当社取締役会は、公開会社として当社株式の自由な売買を認める以上、特定の者の大規模買付行為に応じて当

社株式の売却を行うか否かは、最終的には当社株式を保有する当社株主の皆様の判断に委ねられるべきものであ

ると考えます。従いまして、当社取締役会としては、株主の皆様の判断のために、大規模買付行為に関する情報

が大規模買付者から提供された後、これを評価・検討し、取締役会としての意見を取りまとめて開示します。ま

た、必要に応じて、大規模買付者と交渉したり、株主の皆様へ代替案を提示することもあります。

上記①の方針により、安定的かつ持続的な企業価値の向上を目指す当社の経営にあたっては、幅広いノウハウ

と豊富な経験、並びに顧客・従業員及び取引先等のステークホルダーとの間に築かれた関係等への十分な理解が

不可欠です。これらに関する十分な理解がなくては、株主の皆様が将来実現することのできる企業価値を適正に

判断することはできません。当社は、当社株式の適正な価値を株主の皆様や投資家の皆様にご理解いただくよう

なIR活動を目指しておりますものの、突然大規模買付行為がなされたときに、大規模買付者の提示する当社株式

の取得対価が妥当かどうかを株主の皆様が短期間の内に適切に判断するためには、大規模買付者及び当社取締役

会の双方から適切かつ十分な情報が提供されることが不可欠です。さらに、当社株式をそのまま継続的に保有す

ることを考える株主の皆様にとっても、大規模買付行為が当社に与える影響や、当社の従業員、関係会社、顧客

及び取引先等のステークホルダーとの関係についての方針を含む、大規模買付者が考える当社の経営に参画した

ときの経営方針や事業計画の内容等は、その継続保有を検討するうえで重要な判断材料であります。同様に、当

社取締役会が当該大規模買付行為についてどのような意見を有しているのかも、当社株主の皆様にとっては重要

な判断材料となると考えます。

これらを考慮し、当社取締役会は、大規模買付行為に際しては、大規模買付者から事前に、株主の皆様の判断

のために必要かつ十分な大規模買付行為に関する情報が提供されるべきである、という結論に至りました。当社

取締役会は、かかる情報が提供された後、大規模買付行為に対する当社取締役会としての意見の検討を速やかに

開始し、独立の外部専門家等の助言を受けながら慎重に検討したうえで意見を形成し公表いたします。さらに、

必要と認めれば、大規模買付者の提案の改善についての交渉や当社取締役会としての株主の皆様に対する代替案

の提示も行います。かかるプロセスを経ることにより、当社株主の皆様は、当社取締役会の意見を参考にしつ

つ、大規模買付者の提案と(代替案が提示された場合には)その代替案を検討することが可能となり、最終的な応

否を適切に決定する機会を与えられることとなります。
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このようなルールの設定については、裁判所においても「経営支配権を争う敵対的買収者が現れた場合におい

て、取締役会において、当該敵対的買収者に対し事業計画の提案と検討期間の設定を求め、当該買収者と協議し

てその事業計画の検討を行い、取締役会としての意見を表明するとともに、株主に対し代替案を提示すること

は、提出を求める資料の内容と検討期間が合理的なものである限り、取締役会にとってその権限を濫用するもの

とはいえない。」と判示され、その正当性が是認されているところです（東京地方裁判所平成17年7月29日決

定）。

そこで、当社取締役会は、大規模買付行為が、上記の見解を具体化した一定の合理的なルールに従って行われ

ることが、当社の企業価値ひいては株主共同の利益（以下、単に「株主共同の利益」といいます。）に合致する

と考え、以下の内容の事前の情報提供に関する一定のルール(以下「大規模買付ルール」といいます。)を設定す

ることといたしました。

なお、大規模買付ルールの具体的な内容につきましては、後記⑤「大規模買付ルールの具体的な内容」のとお

りであります。 

 

④　上記③の取組みについての基本方針等との整合性に係る取締役会の判断

イ．当社取締役会は、上記③の取組みが上記①の基本方針に沿って策定され、また大規模買付行為が一定の合理

的なルールに従って行われることが、当社の企業価値ひいては株主共同の利益を確保するための取組みであ

り、株主の皆様の共同の利益を損なうものではないと考えます。

ロ．取締役会は、大規模買付行為に係る対応方針を適正に運用し、取締役会によって恣意的な判断がされること

を防止するため、特別委員会規程を採択するとともに、特別委員会を設置し、大規模買付行為に対する対抗

措置をとる場合には特別委員会の勧告を最大限尊重することとしており、取締役の地位の維持を目的とする

ものではありません。

 

⑤　大規模買付ルールの具体的な内容

当社は、平成18年５月29日開催の取締役会において、当社の企業価値ひいては株主共同の利益の確保・向上を

目的として、特定株主グループ（注1）の議決権割合（注2）を20％以上とすることを目的とする当社株券等（注

3）の買付行為、または結果として特定株主グループの議決権割合が20％以上となる当社株券等の買付行為（い

ずれについてもあらかじめ当社取締役会が同意したものを除き、また市場取引、公開買付け等の具体的な買付方

法の如何を問いません。以下、かかる買付行為を「大規模買付行為」といい、かかる買付行為を行う者を「大規

模買付者」といいます。）に対する対応方針（以下「本対応方針」といいます。）を決議し、同日より発効いた

しました。

 

（注1）特定株主グループとは、

（a）当社の株券等（金融商品取引法第27条の23第１項に規定する株券等をいいます。）の保有者（同法第27条

の23第３項に基づき保有者に含まれる者を含みます。以下同じとします。）及びその共同保有者（同法第

27条の23第５項に規定する共同保有者をいい、同条第６項に基づき共同保有者とみなされる者を含みま

す。以下同じとします。）

または、

（b）当社の株券等（同法第27条の２第１項に規定する株券等をいいます。）の買付け等（同法第27条の２第１

項に規定する買付け等をいい、取引所金融商品市場において行われるものを含みます。)を行う者及びその

特別関係者(同法第27条の２第７項に規定する特別関係者をいいます。)

を意味します。

 

（注2）議決権割合とは、

（a）特定株主グループが、(注1)(a)記載の場合は、当該保有者の株券等保有割合（金融商品取引法第27条の23

第４項に規定する株券等保有割合をいいます。この場合においては、当該保有者の共同保有者の保有株券

等の数（同項に規定する保有株券等の数をいいます。以下同じとします。）も加算するものとします。）

または、

（b）特定株主グループが、(注1)(b)記載の場合は、当該買付者及び当該特別関係者の株券等保有割合（同法第

27条の２第８項に規定する株券等所有割合をいいます。）の合計をいいます。

　各株券等保有割合の算出に当たっては、総議決権（同法第27条の２第８項に規定するものをいいます。）及

び発行済株式の総数（同法第27条の23第４項に規定するものをいいます。）は、株主名簿のほか、有価証券報

告書、各四半期報告書、臨時報告書及び自己株券買付状況報告書のうち直近に提出されたもの並びに大量保有

報告書を参照することができるものとします。 

 

（注3）株券等とは、金融商品取引法第27条の23第１項に規定する株券等を意味します。

EDINET提出書類

ヒビノ株式会社(E05550)

四半期報告書

 8/27



  　　[大規模買付行為への対応方針]

１．大規模買付ルールの内容

　当社取締役会は、大規模買付行為に際しては、(ⅰ)事前に大規模買付者が当社取締役会に対して必要かつ十分

な情報を提供し、(ⅱ)当社取締役会による一定の評価期間が経過した後に大規模買付行為を開始する、という以

下に掲げる大規模買付ルールを設定しました。

 

① 意向表明書の提出

  大規模買付者が大規模買付行為を行おうとする場合には、まず当社代表取締役宛に、大規模買付者の名称、

住所、設立準拠法、代表者の氏名、国内連絡先及び提案する大規模買付行為の概要を明示した、大規模買付

ルールに従う旨の意向表明書をご提出いただきます。

 

② 必要情報の提供

  大規模買付者には、当社取締役会に対して、当社株主の皆様の判断及び当社取締役会としての意見形成のた

めに必要かつ十分な情報（以下「必要情報」といいます。）を提供していただきます。必要情報の具体的内容

は大規模買付者の属性及び大規模買付行為の内容によって異なりますが、一般的な項目の一部は以下のとおり

です。なお、当社は、前記①に定める意向表明書受領後20営業日以内に、大規模買付者から当初提供いただく

べき必要情報のリストを当該大規模買付者に交付します。

(a) 大規模買付者及びそのグループの概要（大規模買付者の事業内容、当社の事業と同種の事業についての経

験等に関する情報を含みます。）

(b) 大規模買付行為の目的及び内容

(c) 当社株式の取得対価の算定根拠及び取得資金の裏付け

(d) 当社の経営に参画した後に想定している経営方針、事業計画、財務計画、資本政策、配当政策、資産活用

策等（以下「買付後経営方針等」といいます。）

(e) 当社及び当社グループの役員、従業員、取引先、顧客、地域社会その他利害関係者と当社及び当社グルー

プとの関係について、当社の経営に参画した後に予定する変更の有無及びその内容

(f) 前記(d)及び(e)が、当社及び当社グループの企業価値を安定的かつ持続的に向上させることの根拠

 

③ 必要情報の追加提供

　当社取締役会は、必要情報の提供を受けた場合には、提供された必要情報の検討を開始します。

　この場合において、当初提供していただいた情報を精査した結果、それだけでは不十分と認められるときは

当社取締役会は、大規模買付者に対して必要情報が揃うまで追加的に情報提供を求めます。

　なお、大規模買付行為の提案があった事実及び当社取締役会に提供された必要情報は、当社株主の皆様の判

断のために必要であると認められる場合には、適切と判断する時点で、その全部または一部を開示します。

 

④ 取締役会評価期間

　前記②及び③により必要情報の提供を受けた場合には、当社取締役会は、大規模買付行為の評価等の難易度

に応じ、大規模買付者が当社取締役会に対し必要情報の提供を完了した後、90日間（対価を現金（円貨）のみ

とする公開買付けによる当社全株式の買付の場合）または120日間（その他の大規模買付行為の場合）を取締

役会による評価、検討、交渉、意見形成、代替案立案のための期間（以下「取締役会評価期間」といいま

す。）として設定します。

  従って、大規模買付行為は、取締役会評価期間の経過後にのみ開始されるものとします。

⑤ 取締役会意見の公表または代替案の提示

　取締役会評価期間中、当社取締役会は独立の外部専門家等の助言を受けながら、提供された必要情報を十分

に評価・検討し、当社取締役会としての意見を慎重にとりまとめ、公表します。また、必要に応じ、大規模買

付者との間で大規模買付行為に関する条件改善について交渉し、当社取締役会として当社株主の皆様に対し代

替案を提示することもあります。
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２．大規模買付者が大規模買付ルールを遵守した場合

① 原則的な取扱い

　大規模買付者が大規模買付ルールを遵守した場合には、当社取締役会は、仮に当該大規模買付行為に反対で

あったとしても、当該買付提案についての反対意見を表明したり、代替案を提示することにより、当社株主の

皆様を説得するに留め、原則として当該大規模買付行為に対する対抗措置はとりません。大規模買付者の買付

提案に応じるか否かは、当社株主の皆様において、当該買付提案及び当社が提示する当該買付提案に対する意

見、代替案等をご考慮の上、ご判断いただくことになります。

 

② 例外的な取扱い

　大規模買付ルールが遵守されている場合であっても、当該大規模買付行為が明らかに濫用目的によるものと

認められ、その結果として会社に回復し難い損害をもたらすなど、株主共同の利益を著しく損なうと判断され

る場合には、取締役の善管注意義務に基づき、例外的に新株予約権の発行等、会社法その他の法律及び当社定

款が認める対抗措置をとることがあります。

　当該大規模買付行為が株主共同の利益を著しく損なうか否かの検討及び判断については、その判断の客観性

及び合理性を担保するため、当社取締役会は、大規模買付者の提供する買付後経営方針等を含む必要情報に基

づいて、外部専門家等の助言を得ながら当該大規模買付者及び大規模買付行為の具体的内容（目的、方法、対

象、取得対価の種類・金額等）や、当該大規模買付行為が株主共同の利益に与える影響を検討し、後述する特

別委員会の勧告を経た上で決定することとします。

　なお、当社取締役会が具体的対抗措置をとることを決定した場合には、法令及び金融商品取引所規則に従っ

て適時適切な開示を行います。

 

３．大規模買付者が大規模買付ルールを遵守しない場合

　大規模買付者により、大規模買付ルールが遵守されなかった場合には、具体的な買付方法の如何にかかわら

ず、当社取締役会は、株主共同の利益を守ることを目的として、新株予約権の発行等、会社法その他の法律及び

当社定款が認める対抗措置をとり、大規模買付行為に対抗する場合があります。具体的にいかなる手段を講じる

かについては、その時点で最も適切と当社取締役会が判断したものを選択することとします。

　なお、当社取締役会が具体的対抗措置をとることを決定した場合には、法令及び金融商品取引所規則に従って

適時適切な開示を行います。

 

４．特別委員会の設置

　当社取締役会は、本対応方針を適正に運用し、取締役会によって恣意的な判断がなされることを防止するため

特別委員会規程を採択するとともに、特別委員会を設置することを決議しました。特別委員会の委員は３名以上

とし、公正で中立的な判断を可能とするため、当社の業務執行を行う経営陣から独立している当社社外取締役、

当社社外監査役ならびに社外有識者（注）の中から選任します。

　本対応方針においては、前記２．①大規模買付者が大規模買付ルールを遵守した場合には、原則として当該大

規模買付行為に対する対抗措置はとりません、前記３．大規模買付者が大規模買付ルールを遵守しなかった場合

には、対抗措置をとる場合があります、という形で対抗措置発動にかかる客観的な要件を設定しておりますが、

前記２．②に記載のとおり例外的に対抗措置をとる場合、ならびに前記３．に記載のとおり対抗措置をとる場合

など、本対応方針にかかる重要な判断に際しては、原則として特別委員会に諮問することとし、当社取締役会は

その勧告を最大限尊重するものとします。

 

（注）社外有識者とは、経営経験豊富な企業経営者、投資銀行業務に精通する者、弁護士、公認会計士、会社法等

を主たる研究対象とする学識経験者、またはこれらに準ずる者をいいます。

 

５．本対応方針の継続及び廃止

　本対応方針については、毎年の当社定時株主総会終了後、最初に開催される当社取締役会において、本対応方

針の継続または廃止の決定を行います。

　なお、当社取締役会が、本対応方針の継続または廃止の決定を行った場合には、その概要を速やかに株主及び

投資家の皆様へ開示します。
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本対応方針の詳細内容につきましては、以下の資料（当社ホームページ）をご参照ください。

当社ホームページ　　http://www.hibino.co.jp/

■平成18年５月29日付　プレスリリース

「大規模買付行為への対応方針（買収防衛策）に関するお知らせ」

■平成18年６月29日付　プレスリリース

「大規模買付行為への対応方針（買収防衛策）の継続及び特別委員会の委員の異動について」

■平成19年６月27日付　プレスリリース

「大規模買付行為への対応方針（買収防衛策）の継続について」

■平成20年６月24日付　プレスリリース

「大規模買付行為への対応方針（買収防衛策）の継続について」

■平成21年６月23日付　プレスリリース

「大規模買付行為への対応方針（買収防衛策）の継続について」

■平成22年６月25日付　プレスリリース

「大規模買付行為への対応方針（買収防衛策）の継続及び特別委員会の委員の異動について」

■平成23年６月24日付　プレスリリース

「大規模買付行為への対応方針（買収防衛策）の継続について」

■平成24年６月22日付　プレスリリース

「大規模買付行為への対応方針（買収防衛策）の継続について」　

■平成25年６月25日付　プレスリリース

「大規模買付行為への対応方針（買収防衛策）の継続について」

 

(5）研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、42百万円であります。

　なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 17,000,000

計 17,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成25年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年11月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式
5,049,240　

　

5,058,240

（注）２　

　
東京証券取引所　

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

（注）１

計 5,049,240 5,058,240 － －

　（注）１．完全議決権株式であり、権利内容に何ら限定のない当社における標準となる株式。なお、単元株式数は100

　　　　　　株であります。

　　　　２．「提出日現在発行数」欄には、平成25年11月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使

　　　　　　により発行された株式数は含まれておりません。　

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。　

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金
残高（千円）

平成25年７月１日～

平成25年９月30日

（注）１

　

1,400 5,049,240 448 1,721,935 448 2,075,049

 （注）１.　新株予約券の行使による増加であります。

      ２． 平成25年10月１日から平成25年10月31日までの間に、新株予約権の行使により、発行済株式総数が９千株、

　　　　　 資本金及び資本準備金がそれぞれ2,880千円増加しております。
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（６）【大株主の状況】

 平成25年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合（％）

 （有）ハイビーノ  東京都港区芝４丁目16-2-3302号 1,392 27.57

 日比野　晃久  東京都港区 586 11.62

 ヒビノ従業員持株会  東京都港区港南３丁目5-14 344 6.82

 日比野　宏明  東京都港区 122 2.42

 日比野　純子  東京都港区 117 2.32

 日本生命保険相互会社

 

 東京都千代田区丸の内１丁目6-6

 日本生命証券管理部内　
104 2.06

 ㈱みずほ銀行  東京都千代田区丸の内１丁目3-3 100 1.98

 ㈱三菱東京UFJ銀行  東京都千代田区丸の内２丁目7-1 100 1.98

 野村ホールディングス㈱  東京都中央区日本橋１丁目9-1 100 1.98

日本証券金融㈱
 東京都中央区日本橋茅場町１丁

目2-10
94 1.86

計 － 3,061 60.64

 （注）上記のほか、自己株式が127千株あります。
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（７）【議決権の状況】

   ①【発行済株式】

 平成25年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式     127,600 －

権利内容に何ら限定の

ない当社における標準

となる株式

単元株式数100株

完全議決権株式（その他） 普通株式　  4,920,100 49,201 同上

単元未満株式 普通株式　 　 　1,540 －
１単元（100株）未満の

株式

発行済株式総数       5,049,240 － －

総株主の議決権 － 49,201 －

　（注）「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式28株が含まれております。

　

②【自己株式等】

 平成25年９月30日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

ヒビノ株式会社
東京都港区港南

三丁目５番14号
127,600 － 127,600 2.52

計 － 127,600 － 127,600 2.52

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成25年７月１日から平

成25年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、東陽監査法人による四半期レビューを受けております。　
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,442,246 1,412,917

受取手形及び売掛金 3,185,767 3,275,985

商品及び製品 1,371,002 1,490,654

仕掛品 168,688 436,451

原材料及び貯蔵品 207,076 183,490

その他 664,361 759,413

貸倒引当金 △26,830 △36,438

流動資産合計 7,012,313 7,522,475

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 1,257,433 1,277,514

減価償却累計額 △776,631 △797,762

建物及び構築物（純額） 480,801 479,752

機械装置及び運搬具 6,251,316 6,300,155

減価償却累計額 △4,657,794 △4,463,048

機械装置及び運搬具（純額） 1,593,522 1,837,107

工具、器具及び備品 774,293 787,629

減価償却累計額 △620,688 △636,458

工具、器具及び備品（純額） 153,604 151,170

リース資産 2,361,606 2,717,479

減価償却累計額 △1,050,240 △1,207,839

リース資産（純額） 1,311,365 1,509,640

その他 520,057 799,658

有形固定資産合計 4,059,351 4,777,329

無形固定資産

のれん 94,803 81,159

その他 58,978 52,810

無形固定資産合計 153,782 133,969

投資その他の資産

その他 1,786,638 1,749,439

貸倒引当金 △183,262 △180,997

投資その他の資産合計 1,603,375 1,568,442

固定資産合計 5,816,509 6,479,741

資産合計 12,828,822 14,002,216
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 791,188 838,766

短期借入金 1,230,000 1,430,000

1年内返済予定の長期借入金 1,172,126 1,231,492

リース債務 427,405 482,247

未払法人税等 192,382 317,086

賞与引当金 326,549 348,538

その他 796,575 817,465

流動負債合計 4,936,227 5,465,596

固定負債

長期借入金 1,947,878 2,083,254

リース債務 991,740 1,113,118

退職給付引当金 827,785 843,964

資産除去債務 13,685 13,761

その他 62,329 62,329

固定負債合計 3,843,419 4,116,427

負債合計 8,779,646 9,582,024

純資産の部

株主資本

資本金 1,721,487 1,721,935

資本剰余金 2,074,601 2,075,049

利益剰余金 416,828 733,314

自己株式 △76,889 △76,911

株主資本合計 4,136,027 4,453,387

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 10,595 13,930

繰延ヘッジ損益 293 △1,085

為替換算調整勘定 △97,740 △46,041

その他の包括利益累計額合計 △86,851 △33,195

純資産合計 4,049,176 4,420,191

負債純資産合計 12,828,822 14,002,216
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

売上高 7,495,135 8,265,820

売上原価 4,920,263 5,289,570

売上総利益 2,574,871 2,976,249

販売費及び一般管理費
※ 2,055,966 ※ 2,199,915

営業利益 518,905 776,334

営業外収益

受取利息 470 635

受取配当金 1,269 2,061

仕入割引 4,527 4,981

受取保険金 1,402 3,479

その他 8,374 5,795

営業外収益合計 16,043 16,954

営業外費用

支払利息 58,175 60,272

持分法による投資損失 25,911 28,977

為替差損 2,850 6,690

その他 9,068 4,983

営業外費用合計 96,006 100,923

経常利益 438,943 692,365

特別損失

固定資産売却損 28,798 －

代理店契約解約損 19,194 －

特別損失合計 47,992 －

税金等調整前四半期純利益 390,950 692,365

法人税等 190,913 302,075

少数株主損益調整前四半期純利益 200,037 390,289

四半期純利益 200,037 390,289
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 200,037 390,289

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △2,094 3,340

繰延ヘッジ損益 1,632 △1,378

為替換算調整勘定 △3,329 51,699

持分法適用会社に対する持分相当額 △633 △5

その他の包括利益合計 △4,424 53,656

四半期包括利益 195,612 443,945

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 195,612 443,945
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 390,950 692,365

減価償却費 509,288 585,776

無形固定資産償却費 12,323 10,459

のれん償却額 21,383 22,556

退職給付引当金の増減額（△は減少） 12,168 8,579

貸倒引当金の増減額（△は減少） 26,363 4,198

賞与引当金の増減額（△は減少） 28,013 21,665

受取利息及び受取配当金 △1,740 △2,697

受取保険金 △1,402 △3,479

支払利息 58,175 60,272

為替差損益（△は益） △8,598 487

持分法による投資損益（△は益） 25,911 28,977

固定資産売却損益（△は益） 28,798 －

固定資産除却損 11,438 －

代理店契約解約損 19,194 －

売上債権の増減額（△は増加） △339,399 5,496

たな卸資産の増減額（△は増加） 359,393 △306,693

その他の流動資産の増減額（△は増加） △87,174 △6,991

仕入債務の増減額（△は減少） 3,456 △27,884

その他の流動負債の増減額（△は減少） △23,944 △10,413

その他 △11,247 65,219

小計 1,033,353 1,147,892

利息及び配当金の受取額 38,489 46,836

利息の支払額 △58,815 △61,126

保険金の受取額 1,402 3,479

リース解約損の支払額 △18,402 －

役員退職慰労金の支払額 － △30,000

法人税等の支払額 △100,022 △227,116

営業活動によるキャッシュ・フロー 896,004 879,966
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △6,200 △900

定期預金の払戻による収入 89,000 －

投資有価証券の取得による支出 △359 △305

関係会社株式の取得による支出 － △26,345

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る収入

－ 3,149

有形固定資産の取得による支出 △442,984 △1,268,148

有形固定資産の売却による収入 114,238 4,779

無形固定資産の取得による支出 △2,814 △1,015

その他 △7,775 △2,460

投資活動によるキャッシュ・フロー △256,895 △1,291,245

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △758,568 200,000

長期借入れによる収入 600,000 800,000

長期借入金の返済による支出 △690,812 △679,935

リース債務の返済による支出 △387,482 △231,256

社債の償還による支出 △10,000 －

株式の発行による収入 － 896

自己株式の取得による支出 △11,336 △21

配当金の支払額 △74,074 △73,645

セール・アンド・リースバックによる収入 385,395 333,528

財務活動によるキャッシュ・フロー △946,878 349,565

現金及び現金同等物に係る換算差額 3,939 30,585

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △303,830 △31,128

現金及び現金同等物の期首残高 1,761,548 1,397,102

現金及び現金同等物の四半期末残高
※ 1,457,718 ※ 1,365,973
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

       連結の範囲の重要な変更

         当第２四半期連結会計期間より、株式会社ファーストエンジニアリングは新たに株式を取得したことから

       連結の範囲に含めております。

　

（四半期連結貸借対照表関係）

貸出コミットメント

　　当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行３行と貸出コミットメント契約を締結しております。こ

の契約に基づく第２四半期連結会計期間末の借入未実行残高は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成25年９月30日）

貸出コミットメントの総額 2,000,000千円 2,000,000千円

借入実行残高 1,000,000 1,000,000

差引額 1,000,000 1,000,000

なお、貸出コミットメント契約の締結につきましては以下の財務制限条項が付されており、これに抵触した場

合、借入先の請求に基づき、借入金を一括返済することがあります。（複数ある場合は、条件の厳しい方を記載し

ております。）

      ①各年度及び第２四半期の決算期末日において、貸借対照表（連結及び個別）における純資産の部の金額を、前

        年度決算期末日における純資産の部の合計額の80％以上に維持すること。

      ②各年度及び第２四半期の決算期末日における、損益計算書（連結及び個別）の営業損益及び経常損益において

        それぞれ損失を計上しないこと。

    　なお、当第２四半期連結会計期間末において財務制限条項に抵触しておりません。

 

（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日）

給与及び賞与 697,467千円 751,164千円

賞与引当金繰入額 195,086 222,215

貸倒引当金繰入額 18,804 5,883

退職給付費用 45,169 40,207
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記の

とおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日）

現金及び預金 1,457,718千円 1,412,917千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 － △46,944

現金及び現金同等物 1,457,718 1,365,973

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年９月30日）

 １．配当金支払額

 
決議

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年５月21日

取締役会
普通株式 74,126 15.00 平成24年３月31日 平成24年６月25日 利益剰余金

 

     ２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

末後となるもの

 
決議

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年11月５日

取締役会
普通株式 73,803 15.00 平成24年９月30日 平成24年12月10日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年９月30日）

 １．配当金支払額

 
決議

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年５月22日

取締役会
普通株式 73,803 15.00 平成25年３月31日 平成25年６月26日 利益剰余金

 

     ２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

末後となるもの

 
決議

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年11月６日

取締役会
普通株式 73,824 15.00 平成25年９月30日 平成25年12月９日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成24年４月１日 至平成24年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　 （単位：千円）

 

報告セグメント

合計
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

音響機器
販売事業
　

　
映像製品の
開発・製造
・販売事業
　

コンサート
・イベント
事業

その他の
事業
　

売上高        

外部顧客への売上高 2,742,030 436,724 4,316,380 － 7,495,135 － 7,495,135

セグメント間の内部
売上高又は振替高

70,683 10,186 6,339 － 87,209 △87,209 －

計 2,812,713 446,911 4,322,720 － 7,582,344 △87,209 7,495,135

セグメント利益又は

損失（△）　
87,401 △210,008 785,747 △573 662,567 △143,661 518,905

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△143,661千円には、セグメント間取引消去38,227千円、各報告セグ

メントに配分していない全社費用△181,889千円が含まれております。全社費用は、主に当社の総務・経理部門

等の管理部門に係る費用であります。

　　　２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。　

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成25年４月１日 至平成25年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　 （単位：千円）

 

報告セグメント

合計
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

音響機器
販売事業
　

　
映像製品の
開発・製造
・販売事業
　

コンサート
・イベント
事業

その他の
事業
　

売上高        

外部顧客への売上高 2,689,977 846,791 4,598,303 130,748 8,265,820 － 8,265,820

セグメント間の内部
売上高又は振替高

29,613 242,690 6,325 991 279,620 △279,620 －

計 2,719,590 1,089,481 4,604,628 131,740 8,545,441 △279,620 8,265,820

セグメント利益　 49,717 68,360 905,286 10,743 1,034,107 △257,773 776,334

（注）１．セグメント利益の調整額△257,773千円には、セグメント間取引消去9,137千円、各報告セグメントに配分して

いない全社費用△266,911千円が含まれております。全社費用は、主に当社の総務・経理部門等の管理部門に係

る費用であります。

　　　２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。　
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年９月30日）

（1） １株当たり四半期純利益金額 40円59銭 79円32銭

 （算定上の基礎）   

 四半期純利益金額（千円） 200,037 390,289

 普通株主に帰属しない金額（千円） － －

 普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 200,037 390,289

 普通株式の期中平均株式数（千株） 4,927 4,920

（2） 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 － 78円21銭

 （算定上の基礎）   

 四半期純利益調整額（千円） － －

 普通株式増加数（千株） － 69

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

－

　

（注）　　前第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有してい

る潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。　

　

２【その他】

  平成25年11月６日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

  (イ）中間配当による配当金の総額……………………73,824千円

  (ロ）１株当たりの金額…………………………………15円00銭

  (ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成25年12月９日

　  （注）平成25年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成25年11月８日

ヒビノ株式会社

取締役会　御中

 

東陽監査法人

　

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 神保　正人　印

　

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 岡田　基宏　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているヒビノ株式会社

の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成25年７月１日から平成25

年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フ

ロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ヒビノ株式会社及び連結子会社の平成25年９月30日現在の財政状態並

びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと

信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

 

（注）１. 上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半報告

書提出会社）が別途保管しています。

２. 四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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